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この製品の方向性に関する声明は、ジュニパーネットワークスの現在の意図を示す

ものであり、予告なしにいつでも変更されることがあります。ジュニパーネットワークス

が本ステートメントに記載された特徴や機能を提供することを条件として、購入す

ることはできません。

免責事項
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Agenda

• DC プラットフォーム アップデート情報 

• AI DC エンハンスメント 

o AI JVD

o DC ファブリック オートチューン

• Apstra アップデート情報

o Apstra Cloud Services
（ACS）

o Apstra 5.0
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TD4

QFX TD4 ベースの固定プラットフォーム
• FRS 24年Q1

• 1 RU

• 16T（FD）非 MACsec 容量

• 48x10/25/50/100G

• 8x400G

• 9.6T（FD）MACsec 容量

• 32x100G SFP-DD ポート

• 4x400G QSFP-DD ポート

• SFP-DD オプティックス：

• 1-3M DAC

• 1-30M AOCs

• シングルラムダ オプティックス - 
SR1.2/DR/FR/LR

• EVPN-VXLAN： 

• ESI-LAG

• VxLAN L3 GW

• Type5-to-Type5 スティッチング

• ROCEv2

• セキュア ZTP

48x100G SFP-DD + 8x400G QSFP-DD

1
R
U

SFP56 DD 100G-SR1.2/DR/FR/LR QSFP28 100G-SR1.2/DR/FR/LR

SKU # 詳細

QFX5130-48C-AFO 48x100G+8 X400G 1U AC 背面排気エアフロー

QFX5130-48C-AFI 48x100G+8X400G 1U AC 前面排気エアフロー

QFX5130-48C-DC-AFO 48x100G+8X400G 1U DC 背面排気エアフロー

QFX5130-48C-DC-AFI 48x100G+8X400G 1U DC 前面排気エアフロー

FD -- スループット全二重

*MACsec SKU（CM）FY24を予定

QFX5130-48C/CM* - TD4 400G 最適化（8Tbps） 
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32x400G QSFP-DD + 2x10G SFP+｜1RU

QFX5130E-32CD

8スロット - 4x400G、16x100G、20x50G｜5RU
MACsec 対応 

QFX5700E

QFX5120-32C QFX5120-48Y QFX5130E-32CD

4x25G

100GE

100/200G10/25GE

QFX5130E-32CD

QFX5700E

100GE

予定 予定

ユースケース

• DC スパイン / スーパースパイン

• DC エッジ

• ToR

• ボーダーリーフ

QFX5130E/5700E - Trident4 400G 最適化（12.8Tbps）



© 2024 Juniper networks Juniper Business Use Only

AI DC エンハンスメント
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AI JVDs
Juniper Validated Designs

• AI ネットワーキングソリューションを展開するための包括的な
エンドツーエンド用のテンプレート

• 厳密な事前テスト、検証済み。複雑さとリスクを軽減

• エコシステム要素（NVIDIA サーバー、Weka ストレージなど）
のベストプラクティスを含む

• JVD デプロイメントのためのサービス 

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/nce/jvd-ai-apstra-nvidia-weka.pdf

https://www.juniper.net/documentation/us/en/software/nce/jvd-ai-apstra-nvidia-weka.pdf
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インフラの
ボトルネックを回避
ネットワークのボトルネックによって、トレーニングや
推論のための高価な GPU 工数が無駄になる

AI データセンターにおけるジュニパーのミッション

比類のないネットワークパフォーマンス、
運用の容易さ、TCO の削減により、
AI の可能性を最大限に引き出す

GPU のコストが

設備投資額の大部分を占める

ネットワーク は分散型の

トレーニングにおいて GPU を連携

高性能でロスレスなネットワークの構築
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明示的輻輳通知（ECN） 優先フロー制御（PFC）

• 輻輳の検出時において、スイッチはパケットに ECN ビットを設定

• 宛先の NIC が ECN を読み取る

• 送信元 NIC に輻輳通知パケットを送信

• 送信元 NIC がトラフィックを遅らせる（フロー制御）

• 輻輳の検出時において、スイッチは上位のスイッチに向けて

PFC 一次停止のフレームを送信

• 上位のスイッチは対象の優先度の通信を停止し、バッファが

一杯になった際に上位のノードへアップデートを送信

• 送信元は最終的に PFC 一時停止を受信し、トラフィックを停止

輻輳のリンク

DCQCN による輻輳制御（ECN + PFC）

輻輳のリンク

ECN が 11 に設定された IP パケット

IP ECN 01 を含む CNP パケット

ECN 11 を含む IP パケット

輻輳のリンク

PFC 一時停止 1
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ECN、PFC、テールドロップの監視

ポート毎のインターフェースドロップの監視

5000以上 のメトリクスを
監視する必要がある

• 手動で、エラーが発生しやすい、静的な設定 

• テレメトリ履歴の面倒な解析が必要

• 実験的試行や推測が必要

• 新機種ごとにカスタマイズが必要（一回では終わらない）

プロビジョニングの複雑さ

• チューニングが必要な項目： 

• ECN 最小値

• ECN 最大値

• バッファー割り当て

• モデルの変更に伴い、常にチューニングが必要

複雑性の監視

256 GPU

12 スイッチ 

768 ポート 

4608 キュー 

AI クラスター

DCQCN は、人間のオペレーターにとって非常に複雑な操作を必要とする
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...しかし、Apstra は同じ操作を自動で処理し、
数分でネットワークをチューニング
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AI/ML PoC ラボ

RoCEv 2 トラフィックジェネレーター

200 GbE

400 GbE

XXXX 1.輻輳

XXXX 2.輻輳
RoCEv2 メトリクス

継続的監視

インシデントの
作成 / 更新

Apstra
コンフィグレット

オートチューン DCQCN

- RoCEv2 の主要な輻輳メトリクス
を継続的に監視

- スイッチの DCQCN を再構成し、
損失を防ぐ

- リアルタイムのネットワーク分析に
基づいて DCQCN パラメータを
動的に最適化

EC
N

KPI

PFC

C
N

P
（

実

装
予

定 ）
テ ール

ド

ロ
ッ

プ

目標 - パケットを失うことなく、最大ネットワークスループットの達成

オプション

DCQCN
自動調整アプリ

API テラフォーム

DCQCN デモトポロジーのオートチューン
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Apstra アップデート情報
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Apstra
コントローラ VM

Apstra エッジ

オンプレミス

JCloud

Apstra のオンプレミスとクラウドサービス
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• Apstra は引き続き、オンプレミスのソリューションとして継続的に強化していく予定

• Apstra Cloud Services は、Apstra の IBN 機能と連携して AIOps 機能を提供

• Apstra Cloud Services は、複雑なデータセンターの課題を解決するためのオペレーション機能の強化に

重点を置いた SaaS サービス

• Mist Cloud 上に構築され、同様のビジュアルテーマを使用しているが、全く別の製品群 となる

• Apstra Cloud Services の初期機能は 「Marvis VNA for DC」 として登場

• DC ユーザー向けの将来的な機能は、Apstra Cloud Services に追加の予定

Apstra によるオペレーションを強化する 新しい SaaS 機能群 

ジュニパー Apstra Cloud Services の概要
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Marvis への統合

Marvis Virtual Network Assistant 内の DC イベント
+ 

ドキュメンテーション用 Chatbot 

Apstra ＋ Marvis による Mist AI Ops



© 2024 Juniper networks Juniper Business Use Only

• データセンターイベントの表示と分析

• 生成 AI ベースの Marvis 会話インターフェース（CI）

• データセンターのイベントにプロアクティブに対応するための実用的な提案

• キャンパス、ブランチ、データセンターのドメインに渡る単一の VNA 対応

• エンド・ツー・エンドの可視性 

• 3rd パーティ製品との統合（Webhooks to ServiceNow ...等）

データセンター向け Marvis VNA の AIOps 機能の活用 
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ネットワーク向け
AIOps：
Marvis + Apstra 
でさらに進化

解決策 結果

• データセンター向け Marvis VNA 
は、データセンター運用のための、業
界唯一の AI ネイティブ仮想ネット
ワークアシスタント

• Juniper Apstra Cloud 
Services と連携して、プロアクティ
ブで規範的なデータセンターアクショ
ンを提供

• Marvis によるプロアクティブアク
ション により、時間とコストを節約、
問題の解決が加速し、ネットワーク
のアップタイムが増加

• キャンパス、ブランチ、データセンター
全体にわたる VNA ダッシュボードに
よる エンドツーエンドの可視性

課題

• 現在、単一の運用チームで
キャンパスの Mist を管理

• 運用ツールとインタフェースの
簡素化と統合

• 複数のシステムから受信の
アラート情報の合理化と、
チケット発行システムへの統合

メディア・エンターテインメントの顧客 

結果
• どのスイッチングベンダーが導入

されているかに関係なく、データ
センターネットワークの健全性
を包括的に可視化

• AI ドリブンのインサイトにより、
根本原因の特定と問題解決を
迅速化

「Apstra Edge 導入のスピードと容易さは信じられないほどでした、
顧客は、2時間以内に実運用が可能な状態になった」

ソフトウェア開発 ディレクター
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DC アラート通知サービス
メール通知
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中間プラットフォーム
（Make）

アプリ

クラウドサービス監査 / アラート通知サービス Webhooks 
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キャンパス＆ブランチ データセンター

ソリューション

製品 / 機能

Juniper Mist Cloudプラットフォーム

Juniper Mist Cloud Services Juniper Apstra Cloud Services 

• Wi-Fi Assurance

• Wired Assurance

• WAN Assurance

• Marvis Virtual Network Assistant

• Premium Analytics

• User Engagement

• Asset Visibility

• IoT Assurance

• Access Assurance

• データセンター向け Marvis Virtual Network Assistant

• Service Awareness（Q3 予定）

• Impact Analysis（Q3 予定）

• Marvis Service Level Expectations*

• Marvis Actions（フレームワークの強化）*

• VM の可視化*

• 早期警告システム - 予測的インサイト*

• インターコネクト (DCI) *

• Premium Analytics*

• DC 用 Marvis Mini *

AWSインフラ

*2025年以降の構想

Mist と Apstra のクラウドサービス比較
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すべての Apstra インスタンスのインベントリやリソースが、把握可能なダッシュボード

ダッシュボード
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•  サービス がネットワークに 接続 し、アクセスする 場所 の可視化

•  「サービス から リソース」 へのマッピング の把握 

•  サービス間のやり取り 方法と利用の 帯域

アプリが何をしているのか、どのように連携しているのかを可視化

Kafka サービスをホストしているスイッチポートは？
VRF Blue ですべての帯域幅を使用しているのは？ 

Apstra ネットワークナレッジ グラフへ、サービスデータを追加
Service Awareness
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Service Awareness
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「私のショッピングアプリの動作が遅いのは、このネットワークポートが原因だ」

ネットワークのボトルネック？ ストレージの問題？ ファブリックの問題？ 

• アプリケーションの 問題点と影響を明確に把握

• 機械学習 による問題の分析、状況と影響のマッピング

• 発生の各異常の 相互関係 を正確に区別

• 異なる日時の 状態比較

• 迅速な 復旧と稼動

Impact Analysis
アラートによる疲労を軽減し、トラブルシューティングの手間を省く
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Impact Analysis
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Q4 24Q2 24 Q3 24

5.0Apstra サーバー、ZTP、Flow

ジュニパー Apstra オンプレミス

• Apstra サーバー（設計、構築、導入、運用、トラブルシューティング）

• Apstra ZTP（デバイスのブートストラップとオンボーディング）

• Apstra Flow（フロー情報収集、可視化、分析）

メジャー
リリース

アップグレード
サポート

Apstra 5.0.0 の機能
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目的

ルーティングゾーンと許可されたオブジェクトへ
のアクセスを制限する新しい、きめ細かいコント
ロールにより、セキュリティを強化し、ネットワー
クを保護

• RZ 認識のアクセス制御 を導入し、きめ細かな
 パーミッションの実施を可能に
  → ロールベース・パーミッション（RBAC）を

ルーティング・ゾーン（テナント認識）に連結

• 厳格なテナントの定義（完全に分離されたオブ
ジェクト）と、より柔軟な定義（共有テナントコン
セプト）をサポート

• アクセス / アタッチ可能な VRF の制限に関わる
 ルーティング・ゾーン制約上での利用が可能
（直交的）

テナント認識 RBAC Example
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目的
低レベルの API ワークフローを抽象化し、シンプルで
信頼性の高いプログラムインターフェースを提供

•  Apstra-SDK の製品内ドキュメントの製品化

•  IDE レベルでの 自動補完と自動ドキュメンテーション
を提供し、ユーザーがクライアントライブラリの構造を
簡単にナビゲートし、目的の関数を見つけることを
可能に 

• スペルチェック： 関数呼び出しの 厳密な入力チェック
により、タイプと値の不一致や要素の欠落など、不正
 なペイロードを サーバーに到達する前に早期に 検出

Apstra Python SDK
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目的

EVPN コントロールプレーンを検証することで、
DC ネットワークが正しく動作していることを確認

•  全ベンダーのブループリントのすべての仮想ネットワークの
レイヤ 2 サービスの健全性を表示する新しい 事前定義

 のダッシュボード

•  継続的整合性チェック により、すべてのリーフの MAC
アドレステーブルを確認し、リモートで学習されたエントリが
ネットワークの意図に準拠していることを検証

•  MAC から EVPN ルート Type-2 伝搬における
 コントロールプレーンの問題が発生した際に、コンテキスト
詳細を含めたアラート を表示（MAC、VLAN、デバイス）

MAC モニタープローブ
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5.0 開発環境

目的 
Apstra のオブジェクトの理解度を高め、設計段階の
検証やエラー低減に役立つ直感的要素

•  視覚的関係のマッピング： テンプレートとラックの
 デザインビューで直接、テンプレートとラック間の接続を
 簡単に確認、理解可能とし、ネットワークデザインの
 概念化を容易にする

•  基本機能デモ： ユーザに複雑な構成を視覚的に
把握することを可能とする、Apstra 設計概念の
実践的なデモ機能

•  学習の促進： 視覚的に設計概念の直観性を高め、
 Apstra 機能を容易に慣れていただく手助けをし、より
スムーズで迅速なオンボーディングを可能とする

テンプレートとラックの
関係性情報
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  Do Not Miss!!

  Star Feature

  Improvement

  Tech Preview

テーマ オペレーション重視のトリプル機能

目的 新しいアナリティクスと既存のアナリティクスの強化 IBA とテレメトリーの操作性向上

ソリューション RFE-3069：仮想ネットワークのメンバーであるすべての VTEP 間で EVPN 

Type2 ルート同期を検証するための MAC 監視用の新しい定義済み IBA プ

ローブ

 RFE-2547：Interface タグを使用した Optical XCVR プローブのユーザビリ

ティ向上。また、定義済みダッシュボードの追加

 RFE-3050：EVPN ホストフラッププローブのユーザビリティを強化、システムごと

のフラッピング MAC カウントを統合表示

RFE-3193：デバイスの環境状態のトレンド分析とヘルススコアを提供する環境

データの新しい定義済みレポート

 RFE-3065：IBA バックエンドにおける静的シリーズと動的シリーズの統一。同

じプローブ内のいくつかのプロセッサーの組み合わせのブロックを解除する技術的負

債への対応

 RFE-2910：大規模な履歴データを探索し、新しいクエリベースの分析ダッシュ

ボードを構築するための「データサイエンスツールキット」として使用される探索的デ

ータ分析インターフェース

RFE-2953：カスタムコレクターを拡張して複数の値を持つサービスをサポ

ートし、より高度な遠隔測定収集を可能に

 RFE-3052：カスタムコレクターを作成するときに、コレクターの OS バージ

ョンを RPC スキーマから分離。スキーマがない場合でも、任意のバージョン

のコレクターの定義を許可

 RFE-3144：カスタムコレクター内の構文式の強調表示

 RFE-2836 & RFE-3174：カスタムプローブ作成時のユーザーエクスペリ

エンスを向上させるため、プローブ作成とプロセッサー選択の UI をオーバー

ホール

 RFE-2546 および RFE-3199：IBA プローブおよびダッシュボードに対

する一意のラベルの強制

RFE-1070 & RFE-2959：カスタムコレクターと IBA ダッシュボードのイ

ンポート/エクスポート機能により、ブループリント間でのカスタム IBA ダッシュ

ボードのコラボレーションと共有を容易に

Apstra リリース 5.0.0 - IBA
注目ポイント

重要機能

改善点

テックプレビュー
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  Do Not Miss!!

  Star Feature

  Improvement

  Tech Preview

テーマ オペレーション重視のトリプル機能

目的 新しいアナリティクスと既存のアナリティクスの強化

ソリューション  RFE-2690：デバイスシリアルの割り当てを解除することなく、別の DP で IM を変更可能に

 RFE-1937：仮想ネットワークとルーティングゾーンのタグ管理の追加

RFE-2888：仮想ネットワーク作成時のタグ駆動型リーフ/リーフペア選択

RFE-2862：ブループリント内からプールを作成可能に

 RFE-2051：新しい UI 操作 - ルーティングゾーンから別のルーティングゾーンへ仮想ネットワークを移動可能に

RFE-2856：最後のブループリント変更を行った Apstra ユーザーを Junos のコミットコメントに追加

 RFE-3095：すべての VN に対して、タグ付き CT とタグなし CT を 1 回の操作で自動的に作成可能に

RFE-2865：UI からインターフェースの説明を変更するオプション

RFE-2872：スイッチポートグループ（ポート間制約）の検証

 RFE-2855：外部ジェネリックシステムをラックローカルに移行するための UI ワークフロー

RFE-2875：Collapsed Design ブループリントにメッシュ リンクを追加する UI ワークフロー

RFE-2887：テナントアウェア RBAC

Apstra リリース 5.0.0 - オペレーション
注目ポイント

重要機能

改善点

テックプレビュー
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  Do Not Miss!!

  Star Feature

  Improvement

  Tech Preview

テーマ カスタマーエクスペリエンス ファースト

目的 開発側エクスペリエンス 3rd パーティーとの統合

ソリューション  RFE-3172：API エンドポイントのドキュメンテーションフェーズ 2 にて、
プラットフォームレベルの API (~ 500 エンドポイント) に焦点を

 RFE-2657：使いやすさを重視した python ベースのクライアントライ
ブラリの製品化。  最も一般的な Day-2 オペレーション（VN と CT 
オペレーション）のための正しい JSON ペイロードの生成を容易にする
ジェネレーター関数を含む。自動補完、自動文書化により、IDE ユーザ
ーに対応。ユーザー入力チェックのためのタイプチェックを実装することで、
ヒューマンエラーを軽減

 RFE-2921：[Terraform/API Dev] VN 作成操作を VN をラッ
クにバインドする操作から分離

 RFE-2845：低レベルのグラフ呼び出しによる API の誤用からユーザ
を保護

 RFE-2777：ZTP API 用の API Explorer を追加

RFE-3097：VMware の統合 – NSX の最新バージョン（4.x）に対し
て現在の統合を検証し、NSX の新しい製品名に合わせて UI を更新

RFE-2743：VMware 統合 - 最新の vCenter バージョン 8 に対して
、現在の統合を検証

Apstra リリース 5.0.0 - DX、統合
注目ポイント

重要機能

改善点

テックプレビュー
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  Do Not Miss!!

  Star Feature

  Improvement

  Tech Preview

テーマ ジュニパー ＋ Apstra

目的 新しいジュニパーデバイスと OS バージョン Juniper Validated Designs

ソリューション RFE-3099：新しいジュニパー OS バージョン
• 23.4R2 すべての QFX 非 EVO
• 23.4R2-EVO すべて EVO
RFE-3187：統合 DCI で ACX7100 をサポート - 最小要件は Junos 
23.4R2
 RFE-2983：EX4400-24X デバイスプロファイルを追加
 RFE-2585：フリーフォーム設計図のみに MX304 デバイスプロファイルを
追加

 RFE-3177：QFX5120 用 VXLAN ステッチングの GA サポートおよび認定

5.0.0 - ジュニパーデバイス
注目ポイント

重要機能

改善点

テックプレビュー
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現バージョン 目的のバージョン アップグレード方法

4.2.0 5.0.0 VM 間のみ

4.2.1 5.0.0 VM 間のみ

4.2.1.x 5.0.0 VM 間のみ

4.2.2 5.0.0 VM 間のみ

4.2.2.x 5.0.0 VM 間のみ

Apstra 5.0.0 へのアップグレードパスのサポート
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